
 

第２６回初級ＣＡＤ検定試験 

※青字下線部にカーソルを合わせクリックすると関連ページへ移動します。 

 

１． 第２６回初級ＣＡＤ検定試験 実施要項 

２． 第２６回初級ＣＡＤ検定試験 実施手順 

３． 実施日の変更を希望する場合の処置について 

４． 第２６回初級ＣＡＤ検定試験 実施日変更届 

５． 教室掲示用の文書 



第２６回初級ＣＡＤ検定試験実施要項 

 

１．主 催  公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

 

２．目 的 機械系・建築系の工業技術者に必要な製図の基礎知識とＣＡＤの基礎的な利用技術が

習得されているかを検定する。 

 

３．基 準 日  令和８年７月１０日（金） 

  試 験 期 間    令和８年７月１０日（金） ～ ７月１８日（土） 

※試験実施日を試験期間以外に定める場合は、別紙の「検定試験の実施日の変更を

希望する場合の処置について」に従うこと。 

                 ※原則として、試験実施日を早める時は基準日の３日前迄とする（試験問題は基準

日の1週間前を目途に送付し、早期発送は不可）。 

 

４．実 施 会 場  受検を希望する学校 

 

５．受 検 資 格  在校生、及び会場校責任者が認めた者 

 

６．検 定 種 別  初級ＣＡＤ検定 機械系（筆記及び実技試験） 

              〃    建築系（筆記及び実技試験） 

 

７．検 定 料  １，４００円（税込） 

※理由にかかわらず返金しない。 

           

８．検定実施手順 「ＷＥＢ入力手順」を参照のうえ、以下の手順で実施する。 

 

① 受検申込 ４月１日（水）から５月２９日（金）の間に、ＷＥＢ上から申し込みをする。 

 なお、上記期間内であれば何度でもＷＥＢ上から変更が可能。申込内容は申込時に入力

したメールアドレスに送信される「検定・学力テスト申込受付のご確認」で確認する。  

※メールアドレスを入力しないと送信されないので、必ず入力する。 

 ※学科・クラスごとではなく学校で一括して申し込む。 

※「願書・受検票」が必要な場合は、ホームページよりダウンロードして利用する。 

 

② 検 定 料 の 納 入 ６月５日（金）までに以下のいずれかで送金をする。 

納入の際には「学校名＋検定名」が明記・入力されているか必ず確認すること。 

口座名義（各口座共通）：公益社団法人全国工業高等学校長協会 

① 郵便口座：00160－4－96148 

 [会員校:赤色]払込料金協会負担 / [会員校以外:青色]払込料金払込者負担 

  ※4 月 1 日付で学校長宛に払込取扱票を送付する。紛失の際は再発行不可。 

② 銀行口座：りそな銀行 九段支店（普）134674 

払込料金払込者負担 

以下に該当する場合は、「学校名＋検定名(を表す頭文字)」を明記・入力する。 

1）郵便局備え付けの「払込取扱票（青色:払込料金払込者負担）」を用いる場合や、

「ゆうちょダイレクトサービス」をご利用の場合 

 2）上記②りそな銀行口座（ネットバンキングを含む）へお支払いの場合 

（例：千代田工業高校 C、ﾁﾖﾀﾞｺｳｷﾞｮｳｺｳｺｳ C）※ＣＡＤ検定→Ｃ 

https://zenkoukyo.or.jp/web/content/uploads/kentei_manual.pdf
https://zenkoukyo.or.jp/web/content/uploads/cad_gansyo.pdf


 

 特記事項  

※理由にかかわらず返金しない。 

※4月 1日付で学校長宛に送付する払込取扱票を紛失した場合や追加送金の際は、上

記いずれかの方法で払込料金払込者負担のうえ、送金する。 

※金融機関発行の振込明細書をもって領収書の代わりとする。 

※検定料に係わる見積書、請求書は原則発行しない。必要な場合は本実施要項をもっ

て各書類の代わりとする。 

※ゆうちょ銀行では、現金で支払う際は別途手数料がかかる場合があるため、詳細は

ゆうちょ銀行に確認する。 

 

③検 定 の 実 施 別紙の「初級ＣＡＤ検定試験実施手順」により厳正に実施する。  

試験問題は実施日の１週間前を目途に送付する。 

到着後、直ちに問題の部数を数え、その後は鍵のかかる金庫等で試験開始直前まで、

問題の漏洩等がないよう厳重に管理すること。 

 検定試験実施後は問題・答案を速やかに回収し、実施日以降１ヵ月間は学校に保管

するよう徹底すること。 

  

④試験結果報告 ７月３１日（金）までに結果を集計し、ＷＥＢ上から報告をする。 

 ※合格者の有無を問わず、全受検校が対象。 

 ※合格者の名簿は、各学校で保管すること。 

 

⑤合 格 証 書 合格者には合格証書を交付する。 

（合格証書の氏名･生年月日は学校で記入する。合格証書印刷例） 

なお、認定日は試験結果報告期限日の７月３１日（金）とする。 

※合格証書は、到着後、直ちに部数を確認し不備・不足の場合は必ず１ヵ月以内に連

絡すること。 

※合格証書は速やかに記入・作成し、必ず年度内に合格者に交付すること（年度を越

えた場合、理由の如何を問わず再交付不可）。 

 

９．そ の 他 ◇実施結果は全工協会ＷＥＢページに掲載する。 

 

10．お 問 合 せ  本協会ＷＥＢサイトの「＜検定Ｑ＆Ａ＞よくあるお問合せ」参照。 

           本協会ホームページ   https://zenkoukyo.or.jp/ 

               検定試験・学力テスト  

                 ＜検定Ｑ＆Ａ＞よくあるお問合せ  

 

初級ＣＡＤ検定試験担当：金内  

                                       Ｅ-mail：kaneuchi@zenkoukyo.or.jp  

https://zenkoukyo.or.jp/index_kentei/
https://zenkoukyo.or.jp/index_kentei/kentei_list/
https://zenkoukyo.or.jp/index_kentei/kentei_list/#print
https://zenkoukyo.or.jp/index_kentei/exam_result/
https://zenkoukyo.or.jp/index_kentei/kentei_qa/


第２６回初級ＣＡＤ検定試験実施手順 

１．試験内容・時間・配点 

・筆記試験（各科共通の問題、各科専門の問題） 

・実技試験（各科専門の問題）（使用ＯＳ及びＣＡＤソフトウェアは限定しない） 

 

 試験内容 試験時間 合格基準 

筆 

記 

試 

験 

[共通の問題] 

1) ＣＡＤコマンド機能 

2) ＣＡＤ用語 

3) ＣＡＤシステムの構成 

 

[専門科目の問題] 

機械系 1) 製図通則 

 2) 座標の読みとり 

3）図の作成 

 

建築系 1) 製図通則 

 2) 部材の表記法 

 3) 建築製図の規則 

    (ＪＩＳ等) 

30分 70点以上 

実
技
試
験 

[専門の問題] 

機械系：機械部品の作図 

建築系：木造平屋建住宅の作図 

60分＊１ 70点以上 

*1) 図面をプリンタ等で出力する時間は含まない 

 

 

 

２．注 意 事 項（検定全般） 

(1) 筆記試験の問題は、共通の問題と専門科目の問題があります。専門科目の問題については各自

で選択してください。 

(2) 筆記試験の解答用紙は、問題の最後に、共通用・機械系(青)・建築系(黄)が付けられています。

試験終了後、該当する解答用紙を切り離して回収してください。 

(3) 機械系の筆記試験では、製図器具を使用します。試験開始前に準備をするようご指導ください。 

(4) 実技試験の解答は、はじめに表題欄を描かせ受検番号を記入させてください。もし出力された

解答用紙に受検番号が記入されていない場合は、手書きで記入させてください。 

 

 



(5) 実技試験の解答の出力・提出および記録・保存については、以下のとおりとします。 

 出力・提出 記録・保存 

機械系 
・ Ａ４の用紙、横置き 

・ 用紙の種類は問わない 

・ 各会場校の実情にあわせ、 

会場校で決定してよい 

建築系 

・ Ａ４の用紙、横置き 

・ 用紙の種類は問わない 

・ 必要に応じて会場校所定の

記録媒体にデータを記録し

提出させてもよい 

・ 各会場校の実情にあわせ、 

会場校で決定してよい 

 

３．問題回収  検定試験日が各学校により異なることがあるため、検定問題の漏洩を防ぐためにも

厳重に管理をすること。 

        実施後は速やかに回収し、問題・答案は、実施日以降１ヵ月間は学校に保管するよ

う徹底してください。 

 

４．採 点  学校ごとに定める委員会で、別に定める採点基準により行う。 

        実技の採点は採点基準に従う。 

 

５．合否決定  学校ごとに定める委員会で審査し、学校長が決定した後、結果を期限までにＷＥＢ

上から報告する。 

        合格基準は筆記・実技試験ともに７０点以上得点した者とする。 

 

６．そ の 他  a) 問題用紙は、到着後、直ちに部数を確認すること。 

             b) 受検番号は実施校で任意の番号を設定すること。 

        c) パソコンが不足している場合は、受検者を２つのグループに分けて筆記試験と実

技試験を交代に受検させる等、問題の漏洩に十分配慮の上、実施すること。 

 ※同一日に実施すること 

 

 

 



第２６回初級ＣＡＤ検定試験の実施日の変更を 

希望する場合の処置について 

 

公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

 

 

令和８年度第２６回初級ＣＡＤ検定試験の実施にあたり、基準日より９日間の試験期間内に実

施日を指定できず期日の変更を希望される学校は、別紙の「期日変更届」のご提出をお願いいた

します。 

 申すまでもなく、検定試験は厳正に施行して初めて価値があるものです。期日を違えて実施し

た結果、万一問題の漏洩等が生じますと、検定試験の根幹に係わる事態ともなりかねません。今

まで以上に厳重な試験管理をお願いいたします。 

 学校行事等の関係で異なる日時に検定試験の実施を希望される場合は、下記に従い手続きをお

願いいたします。 

 

 

記 

 

 

１．基準日及び試験期間内（７月１０日～７月１８日）に実施する場合。 

 

※ ＷＥＢ入力手順に従い、ＷＥＢページから報告してください。 

 

２．申し込みの際に入力した実施日に変更があった場合。 

 

※ 受検申込の期限日までは、ＷＥＢ入力手順に従い処理をしてください。 

※ 受検申込の期限日後は、ＷＥＢ上から変更できませんので、検定担当者までご連絡ください。 

 

３．基準日より１日でも早く実施する場合、及び９日間の試験期間より遅れて実施する場合。 

 

※ 学校長をとおして、別紙書式による「実施日変更届」を提出してください。必ず捺印のうえ、

ＰＤＦデータをメールで提出してください。     

 （初級CAD検定試験担当：金内 Ｅ-mail：kaneuchi@zenkoukyo.or.jp）  

     

※ 原則として、基準日より１日でも早く実施する場合は、試験問題作成・送付の関係上、試験実

施日を基準日の３日前迄に設定するようにしてください（試験問題は基準日の１週間前を目途

にお送りいたします）。          

また、試験日を試験期間より遅れて実施する場合は、結果報告の締め切りに必ず間に合うよう

に試験を実施するようにしてください。 

       

● 近隣の学校が大幅に遅れて検定試験を実施する場合も考えられますので、試験問題等の返却

は１ヵ月後を目安に行うようお願いいたします。 

 

mailto:kaneuchi@zenkoukyo.or.jp
https://zenkoukyo.or.jp/web/content/uploads/kentei_manual.pdf
https://zenkoukyo.or.jp/web/content/uploads/kentei_manual.pdf


第２６回初級ＣＡＤ検定試験実施日変更届 

 

令和８年    月    日 

 

公益社団法人 全国工業高等学校長協会 理事長 様 

 

 

学校番号             

 

学 校 名                                         高等学校 

 
 

校 長 名                                    印 

 

 

   このことについて、下記のように実施日を変更したいのでお届けいたします。  

なお、問題の漏洩予防等については十分に留意いたします。 

 

 

記 

 

１．実施日について 

   

 

基準日 ７月１０日（金）から    月    日（    ）に変更する。 

 

 

 

２．変更理由（簡潔に） 

 

 

 

３．実施日の変更が自校生徒及び近隣校の生徒に及ぼす影響の予想について 



令和８年度 第２６回初級CAD検定試験 

 

 

１．主 催  公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

 

２．目 的 機械系・建築系の工業技術者として必要な製図の基礎知識とＣＡＤの基礎的な利用技術が 

習得されているかを検定する。 

 

３．実 施 日  令和 ８ 年   月   日（  ） 

 

４．会 場  本校（                ） 

 

５．検 定 料  １，４００円（税込） 

 

６．受検手続  検定料をそえて申し込むこと。 

 

           月   日（    ）までに        先生に申し込む 

 

７．内容・時間・配点  

 

・筆記試験（各科共通の問題、各科専門の問題） 

・実技試験（各科専門の問題）（使用ＯＳ及びＣＡＤソフトウェアは限定しない） 

  

 試験内容 試験時間 合格基準 

筆 

記 

試 

験 
[共通の問題] 

1) ＣＡＤコマンド機能 

2) ＣＡＤ用語 

3) ＣＡＤシステムの構成 

 

[専門科目の問題] 

機械系 1) 製図通則 

 2) 座標の読みとり 

3）図の作成 

 

建築系 1) 製図通則 

 2) 部材の表記法 

 3) 建築製図の規則 

    (ＪＩＳ等) 

30分 70点以上 

実
技
試
験 

[専門の問題] 

機械系：機械部品の作図 

建築系：木造平屋建住宅の作図 

60分＊１ 70点以上 

 
*1) 図面をプリンタ等で出力する時間は含まない 

 

主催者申込期限 ５月２９日（金）         教室掲示用 


